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井
上
円
了
の
鞄

未
来
宣
言



だいがくのたから

熱
き
想
い
と
と
も
に
歩
む 

〜
創
立
者･

井
上
円
了
の
鞄
と
未
来
宣
言
〜

　
「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
」―
。

　

東
洋
大
学
の
創
立
者
で
あ
る
哲
学
者･

井
上
円
了
は
確
信
し
て
い
た
。「
物
事
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
思
考
を
深
め
、
真
理
を
探
究
し
ぬ
き
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
考
え
を
実
行
に
移
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
〝
哲

学
す
る
こ
と
〞
こ
そ
が
、
近
代
国
家
の
発
展
に
は
不
可
欠
で
あ
る
」
と
。

　

１
８
９
０
年
、
当
時
32
歳
で
あ
っ
た
井
上
円
了
は
、「
哲
学
」
に
よ
る
「
も
の
の
見
方･

考
え
方
」
を

全
国
各
地
で
講
演
す
る
「
全
国
巡
講
」
を
始
め
た
。
講
演
は
、
教
育
、
学
術
、
哲
学
な
ど
多
彩
。
妖
怪
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
、「
妖
怪
博
士
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
１
９
１
９
年
、
中
国
大
連
（
旧･

満

州
）
で
の
講
演
中
に
倒
れ
、
61
歳
で
永
眠
す
る
そ
の
最
期
ま
で
、
巡
講
は
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
巡
講
日
誌
、

『
南
船
北
馬
集
』
に
よ
る
と
、
１
９
０
６
年
か
ら
１
９
１
８
年
ま
で
の
13
年
間
に
井
上
円
了
が
行
っ
た
講
演

会
は
、
国
内
の
み
を
数
え
て
も
、
全
国
２
８
３
１
カ
所
、
５
２
９
１
回
に
上
る
と
い
う
。
ま
た
、
井
上
円

了
は
生
涯
３
度
に
わ
た
る
世
界
旅
行
に
出
か
け
て
そ
の
見
聞
を
広
め
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
近
代
化
の

た
め
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
い
ち
早
く
体
感
し
て
い
た
。
長
年
愛
用
し
、
最
後

の
巡
講
も
共
に
し
た
鞄
が
、
今
も
東
京
の
本
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
「
井
上
円
了
記
念
博
物
館
」
に
展
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鞄
か
ら
は
、「
全
国
巡
講
」
や
３
度
の
世
界
旅
行
で
見
聞
を
広
め
た
井
上
円
了
の
教
育

に
か
け
る
信
念
と
理
想
、
お
よ
び
熱
い
想
い
が
感
じ
と
れ
る
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
２
年
。
１
８
８
７
年
に
「
私
立
哲
学
館
」
と
し
て
創
立
さ
れ
た
本
学
は
、
創
立
１
２

５
周
年
を
迎
え
た
。
１
２
５
年
に
わ
た
り
、
変
わ
ら
ず
に
次
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
き
た
も
の
、
そ
れ
は

創
立
者･

井
上
円
了
の
崇
高
な
理
念
で
あ
る
。
そ
の
志
を
継
承
し
、
本
学
は
「
未
来
宣
言
」
と
し
て
誓
う
。

「
哲
学
す
る
こ
と
」
の
教
授
を
根
本
と
し
て
、
世
界
標
準
の
教
育･

研
究･

社
会
貢
献
活
動
を
推
進
す
る
の

み
な
ら
ず
、
国
際
的
に
優
れ
た
水
準
の
大
学
の
実
現
と
、
地
球
社
会
の
未
来
に
貢
献
す
る
大
学
の
確
立
を

求
め
て
、
自
ら
新
し
い
歴
史
を
創
出
し
、
こ
れ
か
ら
も
歩
み
を
続
け
て
い
く
、
と
。

東洋大学
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　今年で３回目を迎える宮城学院クリスマスマーケッ
ト。美しいキャンパスを舞台に開催されるこの祭り
は宮城学院を代表する冬の風物詩で、ステンドグラ
スとパイプオルガンが荘厳な礼拝堂での開会礼拝で
スタートします。
　音楽、食べ物、マルシェ、子ども向けプログラム、
展覧会、レクチャー企画など、さまざまなコンテン
ツがあり、スタッフとして参加したボランティア学
生は、たくさんの来場者とふれあいます。家族で日
曜日の昼下がりを楽しんだり、ハンドベルの奏でる
讃美歌に耳を傾けたり、ドイツ仕込みのクリスマス
フードを満喫したり、ここにしかない“とっておき”
を探しにマルシェでお買い物を楽しんだり、もちろ
ん、ひとりでふらりと遊びに来たり、楽しみ方はさ
まざまです。
　本場ドイツのクリスマスマーケットに学びながら、
日本のどこにもない「あなただけのクリスマス」を
演出しています。

〈表紙写真〉

クリスマスマーケットで来場者とふれあう
ボランティア学生（宮城学院女子大学）



現代社会のニーズに合った人材育成のため
学院創立130周年の今年から

4学部9学科体制へ

　1886年に設立された、宮城学院女子大学の前身である宮城女学校は、130年後
の2016年、現代社会のニーズに合致する人材を育成するため、従来の１学部10
学科から４学部９学科体制に移行しました。
　「福音主義キリスト教の精神に基づいて学校教育を行い、神を畏れ敬い、自由
かつ謙虚に真理を探究し、隣人愛に立って全ての人の人格を尊重し、人類の福
祉と世界の平和に貢献する女性を育成すること」という建学の精神の下、宮城
学院女子大学はこれからも、東北の女子教育をリードし続けます。

大学点描



現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部

教育学部

「観光」・「国際」・「地域」を学び
豊かな社会を創造するビジネスパーソンへ
現代ビジネス学部では、ビジネスの基礎知識やスキルを学ぶ
とともに、地域や企業と連携して実践的なビジネスプロジェ
クトを体験します。女性が活躍する「観光」「国際」「地域」
の分野を中心に学び、世界のさまざまな立場の人々と交流を
進め、多くの友人をつくり、豊かな社会を創造するビジネス
パーソンを育成します。

教育現場からの多様なニーズに
対応する三つの専攻
教育学部には「幼児教育」「児童教育」「健康
教育」の三つの専攻があり、教育・保育・健
康・社会福祉に関わる研究と人材育成を通し
て、社会に貢献することを目指しています。
同じ目標を持った仲間と夢に向かって高め合
い、実践に役立つ即戦力と継続的な学修力を
培い、社会を支える女性としての成長を力強
く応援していきます。

地域社会の現状を実践的に学ぶ

造形表現の授業風景

聴覚検査の実習

諸産業の現場を見学



学
芸
学
部

生活科学部
多様化する
「食」「健康」「生活」に
密接に関わる人材を育成
食品栄養学科と生活文化デザイン学科の二つ
からなる生活科学部。食品栄養学科では、管
理栄養士や栄養教諭などの食と健康のスペシャ
リスト、生活文化デザイン学科では家庭科教
諭や建築士など、多様化する「食」「健康」「生
活」と密接に関わる人材を、それぞれ養成して
います。

幅広い専門知識・教養を駆使して
地域・国際社会に貢献できる人材に
学芸学部には日本文学科、英文学科、人間文化学科、心理行動科学
科、音楽科の五つの学科があります。各学科で学ぶさまざまな専
門知識はもちろん、幅広い教養を身に付け、現代社会が直面する
多様な問題を解決することによって自分自身を表現し、地域社会
や国際社会に貢献できる人材を育成することを目的としています。

アンサンブルについて学ぶ授業

給食施設を想定した実習

空間デザインを提案する授業

英語学コースの授業風景



参加者全員で
「遊び＝学び」を創造

　サマーカレッジは、
50名を超える小学生を
二日間にわたって宮城
学院女子大学に招いて
展開する「自然の中で
遊び、学び、発見する」
がテーマの総合型イベ
ントです。周囲に森や
沼沢を抱える「自然豊
かな大学」を舞台に、
創造的で刺激的な体験
を子どもたちに提供す
ることを、主眼としています。自然の素材を使ったアート作成、大学教
員の専門に基づく授業、森歩きや虫取りなどの遊び、趣向を凝らした食
事や音楽鑑賞など、盛りだくさんの内容を、存分に楽しんでもらいたい。
そのために、数十名のボランティア学生が準備段階から関わり尽力して
います。学生・教員も含めたオープンな対話を重視するなかで、子ども
たちが自由に活動しさまざまな発見をする。「サマーカレッジ」は、小学
生、大学生、教員が協働して「遊び＝学び」を創っていく実践の場です。

サマ
ー

カレッ
ジ

森の遊歩道ではあちこちに不思議や驚きが！

真夏の強烈な日差しを利用した
空気の膨張率についての実験

彫刻家の先生を招いて
森での体験や発見を墨絵の巻物に



　

２
０
０
０
年
に
97
校
だ
っ
た
女
子
大
学
は
、
２
０
１

４
年
に
は
75
校
ま
で
減
り
ま
し
た
。
大
学
間
競
争
の
激

化
と
少
子
化
を
見
据
え
て
、
男
女
共
学
に
転
換
す
る
女

子
大
学
が
増
え
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
私
は
、
女
性
の

自
立
と
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
女

子
大
学
の
教
育
こ
そ
が
男
女
平
等
の
思
想
を
支
え
、
男

女
共
同
参
画
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
宮
城
学
院
は
女
子
教
育
の
た
め
に
１
８
８
６
年
に

創
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
建
学
の
精
神
を
今
こ
そ
守

り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
時
代
の

女
子
大
学平

川 

新
●
宮
城
学
院
女
子
大
学
学
長

No.371� 2016.11



は
じ
め
に

　

女
性
の
活
躍
が
各
方
面
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。
以
前
か
ら

政
府
は
「
二
〇
二
〇
三
〇
」
の
標
語
の
下
、
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
指
導
的
地
位
に
就
く
女
性
の
割
合
を
２
０
２
０
年

ま
で
に
30
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
き
た
。
２
０
１
５
年
８

月
に
は
、
働
く
場
面
で
活
躍
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
全
て
の

女
性
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
た
「
女
性
活
躍
推
進
法
」
も
成
立
し
た
。
国
際

的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
な
ど
か
ら
も
、
日
本
は
「
経
済
大
国
」

で
あ
る
一
方
、
女
性
が
社
会
の
中
心
で
登
用
さ
れ
る
こ
と
が

少
な
い
「
女
性
小
国
」
だ
と
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
昨
今
の

女
性
活
躍
促
進
の
流
れ
が
こ
れ
に
一
石
を
投
じ
、
女
性
の
生

き
方
に
根
本
的
な
転
機
と
な
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
今
、
そ
し
て
今
後
の
日
本
社
会
に
求
め
ら
れ
る
女

性
の
活
躍
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
力
の
育
成
が
必
要
な
の

か
を
女
子
大
学
で
あ
る
本
学
の
取
り
組
み
を
基
に
考
え
て
み

た
い
。１　

女
性
活
躍
促
進
イ
コ
ー
ル「
生
涯
就
業
力
」

　

私
は
本
年
４
月
に
学
長
に
就
任
し
て
以
来
、「
生
涯
就
業

力
」
の
育
成
を
モ
ッ
ト
ー
に
〝
恵
泉
女
学
園
大
学
は
変
わ
る
〟

と
宣
言
し
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
改
革
に
邁
進
し
て
い
る
。

一
つ
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
大
学
が
直
面
し
て
い
る
入
学
者
減

対
策
が
本
学
で
も
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、

同
時
に
、
長
い
女
子
教
育
の
伝
統
を
も
つ
本
学
園
の
教
育
理

念
を
女
性
活
躍
促
進
の
時
代
を
迎
え
た
今
こ
そ
発
揮
し
た
い

と
願
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
生
涯
就
業
力
」
と
は
、
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
あ
ろ
う
。

若
い
世
代
の
活
躍
が
話
題
に
さ
れ
る
時
に
通
常
用
い
ら
れ
る

大
日
向 

雅
美
●
恵
泉
女
学
園
大
学
学
長

女
性
活
躍
促
進
時
代
に
お
け
る
女
子
教
育
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の
は
「
就
職
力
」
で
あ
り
、
大
学
評
価
の
一
つ
と
し
て
注
目

さ
れ
る
の
も
「
就
職
率
」
で
あ
る
。
就
職
は
、
学
生
が
社
会

に
巣
立
っ
て
い
く
ス
タ
ー
ト
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

　

し
か
し
、
女
子
大
で
あ
る
本
学
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、

大
学
卒
業
時
点
で
の
「
就
職
力
」
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
精
神
的・

社
会
的・

経
済

的
な
自
立
を
目
指
し
て
〝
し
な
や
か
に
、
し
た
た
か
（
強
か・

健
か
）
に
生
き
る
〟
力
の
育
成
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
社

会
人
基
礎
力
」（
２
０
０
６
年
経
済
産
業
省
提
唱
）
と
努
力
に

裏
付
け
ら
れ
た
自
己
肯
定
感
の
育
成
で
あ
る
。

　

な
ぜ
い
ま
、「
生
涯
就
業
力
」
が
女
性
に
必
要
と
考
え
る
の

か
。
そ
れ
は
、
日
本
女
性
の
多
く
が
直
面
し
て
い
る
「
生
き

に
く
さ
」
に
あ
り
、
同
時
に
、
近
未
来
に
予
想
さ
れ
る
労
働

市
場
の
変
化
へ
の
対
応
の
必
要
性
か
ら
で
あ
る
。

　

結
婚・

子
育
て・

介
護
な
ど
、
夫
や
家
族
の
都
合
に
合
わ

せ
て
人
生
設
計
を
変
え
ざ
る
を
得
な
い
女
性
が
依
然
と
し
て

大
半
で
あ
る
。
他
の
先
進
国
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
、

い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
型
労
働
力
曲
線
は
、
近
年
、
や
や
改
善
傾
向

に
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
実
態
は
大
き
く
変
わ
っ
て
は
い
な

い
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
の

も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
技
術
革
新
な
ど
に
よ
る

社
会
環
境
の
大
き
な
変
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
近
未

来
の
労
働
市
場
の
変
化
を
考
え
れ
ば
、
単
に
Ｍ
字
型
労
働
曲

線
の
改
善
で
済
む
問
題
で
は
な
い
と
予
測
で
き
る
。
ピ
ー

タ
ー・

ド
ラ
ッ
カ
ー
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
会
社
や
事
業
の

寿
命
が
個
人
の
労
働
可
能
寿
命
よ
り
も
短
く
な
る
時
代
に
突

入
し
つ
つ
あ
る
。
働
く
者
は
一
生
の
間
に
い
く
つ
も
の
異
な

る
分
野
で
異
な
る
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

い
う
歴
史
上
初
め
て
の
現
象
に
直
面
す
る
。
こ
う
し
た
社
会

変
化
に
よ
っ
て
転
職
と
い
う
岐
路
に
立
た
さ
れ
、
そ
の
つ
ど

職
務
遂
行
に
必
要
な
特
定
の
知
識・

技
能
の
追
加
修
得
が
必

要
と
な
る
。
岐
路
に
立
っ
て
臆
す
る
こ
と
な
く
挑
戦
す
る
志

向
性
と
、
そ
れ
を
支
え
る
動
機・

価
値
観・

信
念
、
さ
ら
に

は
周
囲
の
支
援
を
獲
得
す
る
積
極
性・

協
調
性
の
修
得
が
、

い
ま
以
上
に
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
る
。
前
例
の
な
い
人
生

設
計
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
男
女
を
問
わ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

し
か
し
、
こ
れ
は
女
性
に
と
っ
て
け
っ
し
て
マ
イ
ナ
ス
と
は

限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
従
来
、
単
線
的
な
人
生
を
保
障
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
女
性
に
と
っ
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
生

を
手
中
に
す
る
好
機
で
も
あ
る
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
ど
ん
な
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時
で
も
生
き
る
目
標
を
見
失
わ
ず
自
分
を
磨
き
続
け
、
身
近

な
人
に
尽
く
し
、
社
会
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
に
喜
び
を
見

い
だ
せ
る
力
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

基
礎
と
な
る
力
を
在
学
中
に
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
、
女

子
高
等
教
育
機
関
の
役
割
と
使
命
で
あ
る
と
考
え
る
所
以
で

あ
る
。２�　

恵
泉
の
建
学
の
理
念
と�

女
性
の「
生
涯
就
業
力
」

　
「
生
涯
就
業
力
」
を
掲
げ
た
本
学
の
大
学
改
革
宣
言
で
あ
る

が
、
け
っ
し
て
白
紙
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
な
い
。
改
革
の

原
点
に
は
、
恵
泉
な
ら
で
は
の
建
学
の
理
念
が
あ
る
。
恵
泉

女
学
園
大
学
は
１
９
８
８
年
に
設
立
さ
れ
た
が
、
学
園
の
創

設
は
１
９
２
９
年
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
恐

慌
の
最
中
に
あ
っ
て
、
真
に
平
和
な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、

世
界
に
心
を
開
き
自
立
し
た
女
性
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
キ
リ
ス
ト
者・

河
井
道
の
理
念
が
、「
聖
書
」「
国
際
」

「
園
芸
」
を
学
び
の
基
礎
と
し
て
、
90
年
近
く
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

　

国
を
挙
げ
て
女
性
の
活
躍
促
進
が
高
ら
か
に
う
た
わ
れ
る

昨
今
の
風
潮
を
歓
迎
し
期
待
も
す
る
が
、
そ
こ
に
課
題
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
目
指
す
べ
き
女
性
活
躍
の
姿
が
一
面
的
な
印

象
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
官
庁
や
大
手

企
業
、
あ
る
い
は
政
治
の
世
界
の
中
枢
な
ど
、
社
会
の
表
舞

台
に
立
っ
て
活
躍
す
る
女
性
が
脚
光
を
浴
び
る
形
で
、
女
性

活
躍
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
感
が
否
め
な
い
。
そ
の

多
く
が
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
競
争
社

会
を
生
き
抜
く
モ
デ
ル
に
偏
る
と
し
た
ら
、
置
き
去
り
に
さ

れ
る
女
性
が
少
な
く
な
い
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
多
様

化
複
雑
化
す
る
時
代
に
即
応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
の
可
能

性
を
狭
め
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
既
に
ひ
た
ひ

た
と
押
し
寄
せ
つ
つ
あ
る
新
た
な
時
代
に
果
敢
に
挑
戦
し
よ

う
と
す
る
動
機
と
、
そ
れ
を
自
身
の
人
生
に
具
体
化
し
う
る

知
識
と
技
能
の
修
得
を
保
障
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
真
の
女
性

活
躍
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
「
基
礎
的
な
知

識・

理
解・

技
能
」「
現
状
を
把
握
し
、
た
く
ま
し
く
解
決
し

続
け
る
力
」「
他
者
と
共
に
歩
み
、
共
に
生
き
て
い
け
る
力
」

を
確
か
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
「
ま
っ
す
ぐ
な
狭
い
道
、
人
が
踏
み
な
ら
し
た
道
を
行
く
こ

と
に
満
足
し
て
は
な
ら
な
い
」「
い
か
な
る
所
に
あ
っ
て
も
、

無
く
て
は
な
ら
ぬ
者
と
し
て
喜
ば
れ
る
方
に
お
な
り
な
さ
い
」

「
汝
の
光
を
輝
か
せ
。
一
燈
と
も
な
り
万
燈
と
も
な
り
」。
創
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立
者・

河
井
道
の
言
葉
で
あ
る
。
女
性
活
躍
促
進
時
代
の
女

子
教
育
に
真
に
必
要
な
力
を
「
生
涯
就
業
力
」
と
定
め
る
の

は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
示
さ
れ
て
い
る
本
学
の
建
学
理
念
に

改
め
て
立
ち
返
る
こ
と
で
あ
る
。

３　
こ
れ
ま
で
の
教
育
実
践
へ
の
誇
り

　

本
学
の
改
革
は
建
学
の
理
念
を
原
点
と
し
た
上
で
、
具
体

的
に
は
、
開
学
以
来
積
み
重
ね
て
き
た
30
年
余
り
の
実
績
を

改
め
て
「
生
涯
就
業
力
」
の
育
成
に
焦
点
化
し
、
授
業
改
善

や
学
修
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

本
学
の
教
育
実
践
の
特
徴
の
一
つ
に
、
例
え
ば
学
生
が
欧

米
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
各
地
に
赴
き
、
発
展
途
上
、
貧
困・

差
別
、
森
林
破
壊
な
ど
世
界
で
起
き
て
い
る
深
刻
な
問
題
や
、

文
化
遺
産
を
通
し
て
見
る
歴
史
な
ど
を
現
地
で
学
ぶ
「
体
験

学
習
」
が
あ
る
。
ま
た
、
教
育
機
関
と
し
て
は
全
国
で
初
め

て
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
定
を
取
得
し
た
教
育
農
場
（
７
０
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
野
菜
や
花
を
栽
培
す
る
「
生
活
園
芸
」

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
文
部
科
学
省
の
「
特
色
あ
る
大
学
教

育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
Ｇ
Ｐ
）」
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

額
に
汗
し
て
土
に
親
し
み
、
自
然
と
命
の
大
切
さ
を
心
に

覚
え
る
「
園
芸
」、
広
く
海
外
に
出
て
異
文
化
と
出
会
う
機
会

を
通
し
て
、
偏
見
や
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
し
な
や
か
な

知
性
を
育
む
「
国
際
」、
か
つ
、
こ
う
し
た
学
び
の
基
礎
に
神

を
畏
れ
、
隣
人
を
愛
す
る
「
聖
書
」
を
置
い
た
学
び
を
通
し

て
、
学
生
た
ち
は
身
近
な
人
を
思
い
や
り
、
皆
で
分
か
ち
合

い
乗
り
越
え
る
力
の
大
切
さ
、
自
然
と
命
へ
の
感
謝
の
思
い

を
確
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
は
間
違
っ
て
い
な

い
と
い
う
自
信
が
、
改
革
へ
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

４　
小
規
模
な
女
子
大
な
ら
で
は
の
挑
戦

　

一
方
、
改
革
作
業
の
途
上
で
反
省
点
と
課
題
も
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
実
践
は
教
職
員
の
属
人
的
な
レ

ベ
ル
の
取
り
組
み
の
中
で
完
結
し
、
良
い
教
育
を
し
て
い
る

と
い
う
自
己
満
足
に
終
始
し
て
は
い
な
か
っ
た
か
と
い
う
反

省
で
あ
る
。
個
々
に
尽
く
し
て
き
た
実
践
を
「
生
涯
就
業
力
」

育
成
の
下
、
全
学
的
に
組
織
化・

可
視
化
し
、
教
職
員
が
共

有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
の
成
果
を
挙
げ
、
社
会
に
発
信

し
て
い
く
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
全
教
員

と
の
個
別
面
談
を
通
し
た
現
状
の
確
認
と
改
革
へ
の
意
識
の

共
有
、
教
授
会
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
会
議
を
徹
底
的
に
学

生
教
育
の
た
め
の
議
論
と
す
る
改
変
、
教
員
と
職
員
が
別
々
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に
実
施
し
て
き
た
研
修
の
一
体
化
（
Ｆ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
→
Ｓ
Ｄ

へ
）、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
編・

新
た
な
学
修
支
援
と
授
業
改

善
な
ど
、
試
行
錯
誤
的
で
は
あ
る
が
〝
走
り
な
が
ら
考
え
る
〟

の
姿
勢
で
、〝
恵
泉
は
変
わ
り
続
け
る
〟
と
い
う
改
革
の
歩
を

進
め
て
い
る
。

　

こ
の
過
程
で
私
た
ち
が
も
っ
と
も
直
視
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
は
、
本
学
の
良
い
面
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
社
会

的
に
見
て
負
と
さ
れ
が
ち
な
面
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
規
模

の
小
さ
い
、
人
文
社
会
科
学
系
の
女
子
大
学
」。
時
代
の
趨
勢

に
逆
行
す
る
と
も
い
え
る
こ
れ
ら
の
面
に
逆
転
の
発
想
で
挑

む
こ
と
が
、と
り
も
な
お
さ
ず
、「
生
涯
就
業
力
」
を
も
っ
て
真

の
女
性
活
躍
の
た
め
の
基
礎
の
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

ま
ず
規
模
が
小
さ
い
少
人
数
の
大
学
な
ら
で
は
の
真
の
面

倒
見
の
よ
さ
を
、
改
め
て
「
生
涯
就
業
力
」
育
成
に
結
集
す

る
こ
と
で
あ
る
。
本
学
は
１
年
次
か
ら
４
年
次
ま
で
一
貫
し

た
ゼ
ミ
指
導
体
制
を
採
っ
て
き
た
。
そ
の
意
義
を
再
確
認
し

て
、
一
層
の
整
備
に
注
力
す
る
。
少
人
数
の
ゼ
ミ
だ
か
ら
こ

そ
、
安
心
し
て
自
分
の
意
見
を
言
い
、
他
者
の
意
見
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
る
場
と
な
る
。「
生
涯
就
業
力
」
を
構
成
す
る

「
他
者
と
共
に
歩
み
、
共
に
生
き
て
い
け
る
力
」
の
保
障
で
あ

る
。
ま
た
、
本
学
は
全
学
生
に
卒
業
論
文
の
執
筆
を
義
務
付

け
て
い
る
。
４
年
間
の
学
び
を
通
し
て
自
分
の
疑
問
点
や
関

心
事
を
深
め
、
先
行
研
究
を
精
査
し
、
実
地
調
査
を
行
う
手

法
な
ど
を
学
び
、
自
分
の
言
葉
で
論
文
と
し
て
ま
と
め
上
げ

て
い
る
。「
生
涯
就
業
力
」
を
構
成
す
る
「
基
礎
的
な
知
識・

理
解・

技
能
」「
現
状
を
把
握
し
、
た
く
ま
し
く
解
決
し
続
け

る
力
」
の
保
障
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
自
己
肯
定
感
は
「
生
涯
就
業
力
」
を
磨
く
た
め

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
要
素
で
あ
る
。
学
び
た
い・

生
涯
に
わ
た
っ
て
成
長
し
た
い
と
い
う
意
欲
が
な
け
れ
ば
、

「
生
涯
就
業
力
」
を
磨
き
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
自

己
肯
定
感
は
、
大
切
に
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
経
験

か
ら
育
ま
れ
る
こ
と
は
、
私
の
専
門
領
域
で
あ
る
発
達
心
理

学
の
基
本
的
知
見
で
あ
る
が
、
少
人
数
教
育
の
も
と
で
面
倒

見
の
よ
さ
を
大
切
に
す
る
女
子
大
の
真
価
が
発
揮
で
き
る
点

に
他
な
ら
な
い
。

　

次
に
、
理
数
系
教
育
が
重
視
さ
れ
る
今
日
に
あ
っ
て
、
女

性
活
躍
促
進
に
は
、
む
し
ろ
人
文
社
会
科
学
系
の
学
び
の
意

義
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
価
値
観
も
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル

も
、
前
例
に
な
い
複
雑
多
様
化
に
向
か
っ
て
い
る
今
日
で
あ

る
。
前
述
の
労
働
市
場
の
劇
的
な
変
化
に
加
え
て
、
機
械
が
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人
間
に
代
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
目
標
に

向
か
っ
て
間
違
い
な
く
一
直
線
に
進
む
こ
と
が
機
械
の
利
点

と
す
れ
ば
、
目
的
も
価
値
観
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
中
で
、

戸
惑
い
、
と
き
に
は
立
ち
止
ま
る
こ
と
こ
そ
人
間
力
と
も
い

え
る
。
将
棋
の
世
界
で
は
、
棋
士
た
ち
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
よ
う
に
必
ず
し
も
勝
つ
こ
と
だ
け
を
目
指
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
。
い
か
に
し
て
前
例
と
は
違
う
形
に
し
よ

う
か
と
思
索
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
混
沌
と
し
た
序
盤
を
切
り

開
く
新
手
が
見
い
だ
せ
る
と
い
う
。

　

人
文
社
会
科
学
は
理
数
系
に
比
べ
て
「
明
解
な
正
解
」
が

少
な
く
、
成
果
に
即
効
性
も
求
め
に
く
い
学
び
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
に
、
あ
き
ら
め
ず
に
考
え
続
け
、
独
善
的
で
は
な
い

自
分
ら
し
い
解
を
模
索
し
続
け
る
力
の
育
成
が
人
文
社
会
科

学
の
学
び
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
急
速
に
変
化
す
る
環
境
に

し
な
や
か
に
対
応
し
、
し
た
た
か
（
強
か・

健
か
）
に
生
き

る
女
性
な
ら
で
は
の
「
生
涯
就
業
力
」
は
、
効
率
性・
合
理

性
の
追
求
だ
け
に
走
ら
な
い
人
間
力
の
育
成
で
あ
り
、
こ
れ

こ
そ
人
文
社
会
科
学
の
学
び
か
ら
育
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

大
学
改
革
を
推
進
す
る
難
し
さ
は
、
必
ず
し
も
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
は
実
を
結
ば
な
い
こ
と
に
あ
る
。
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
如
何
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
私
は
必
ず

し
も
そ
う
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
だ
け
の
カ
リ
ス
マ
性
も
力
量

も
な
い
と
い
う
自
覚
が
本
音
で
あ
る
が
、
個
人
的
な
カ
リ
ス

マ
性
と
力
量
で
改
革
を
牽
引
で
き
る
時
代
で
も
な
い
。
よ
り

重
要
な
の
は
、
教
職
員
一
人
一
人
の
学
生
を
育
て
て
い
る
と

い
う
自
負
と
誇
り
を
大
切
に
し
つ
つ
、
一
つ
の
方
向
に
向
か
っ

て
皆
が
顔
を
向
け
、
い
か
に
心
を
一
つ
に
で
き
る
か
で
あ
る
。

自
分
た
ち
が
行
っ
て
い
る
教
育
実
践
の
意
義
を
常
に
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
照
ら
し
、
そ
こ
に
い
か
に
存
在
意
義
と
誇
り
を
持

て
る
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
女
性
の
「
生
涯
就
業
力
」
育

成
は
、
女
性
活
躍
促
進
へ
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
、
ま
さ

に
今
日
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
女
子
大
学
で
あ
る
本

学
の
、
建
学
の
理
念
に
基
づ
い
た
真
摯
な
挑
戦
で
あ
る
。
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